
5。献血ルームのイメージ           【 未経験者編】

(1)献 血ルームのイメ…ジ (o18)

【献血ルームのイメージは「明るい」′rメージが「暗い」イメージを上回る】

5。献血ルァムのイメージ            【 未経験者編】

(1)献 血ルームのイメージ (Q18)

018.献 血ルームのイメージを教えてくださぃ。

●献血ルームのイメージについては、「ふつう」の印象を持つている人が414%を占め、最多。「明
るい」イメージは173%に対して、「暗い」イメージが11.o%と、「明るいJイメージが「暗い」イメージ
を上回る。その一方で、3割(30.3%)の人は「わからない」と回答している。  '~Ⅲ
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●職業別では、ぃずれの層も「明るい」イメージが「暗い」イメージを上回っている。
●性別では、「明るい」イメージを持っている害1合は男性(14.4%)に比べて女性(203%)で高い。
●

進露型

¬ま、「明る的 イメージは東北227り 軌 州・沖縄Pa3り で他の地域と比べて高く、201を

【奉撃:対象者全員】

ヒ 8鍛
批 べると全体」」聰 ッ ゎか弥 Ч杜 昇した一れ のヵ轟 雨

>暴

毒梨ご壮 、る。
度調査と比べると、いずれの層も「明るい」イメージが上昇し、「晴い」イメージ

>鵬
tギリ」鵬 簿濡引甕裏躍腎譜lζr丁

ジが5ポイント上昇し、一方鴨いィ
>渋 域別では、20年度調査と比べると、東ヨヒと九州。沖縄で「明るい」イメージが8ポイント上昇して



6.献 血をしたことがない理由 【未経験者編】

(1)1位 <最 も大きな理由>(Q19)

【献血したことがない1番の理由は「針を刺すのが痛くて嫌だから」が1割強】
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●地域別では、近畿で「なんとなく不安だから」(120%)とする割合が他の地域に比べてやや高い。

>過 去2回調査と比べると、全体では理由が「わからない」人が17年 度調査より上昇傾向にある。

>職 業別では、高校生で理由が「わからない」人が、20年度調査と23年度調査を比べて15ポイン
ト上昇しており顕著。

>性 別では、男性において17年度調査より「わからない」人が上昇傾向にある。
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(なかつたか魂蹴血しているTに入りづら

(1)1位 <最 も大きな理由>(019)
019.献 血したことがないのはどのような理由からですか。
理由の大きい1贋に3つまでお選びください。(それぞれひとつずつ)
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【基敗:対彙者全員】

6。献血をしたことがない理由 【未経験者編】
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6。献血をしたことがない理由 【未経験者編】

(2)1位～3位累計 (Q19)

【献血したことがない理由(累計)は「針を刺すのが痛くて嫌だから」が3割弱】

く参考:献血をしたことがない理由 (その他の記述)>

質血体質のため

采血後具合が悪くなるから

メリットがない/お 金がもらえない

なんとなく/面 倒くさい/人 を救うことに興味がない

賦血の際の事故が怖い/衛 生面で不安

無料採取された血液を販売して利益をあげているから

体調が悪くならないか心配

裸血しにくい血管だから           ・

体重制限があるから

注射、採血が苦手/血 が苦手
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(2)1位～3位累計 (Q19)
019.献 血したことがないのはどのような理由からですか。
理由の大きい順に3つまでお選びください。(それぞれひとつずつ)

6。献血をしたことがない理由 【未経験者編】
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【墨||:対象者全員】

●献血をしたことがない理由を1位～3位の累計でみると、「針を刺すのが痛くて嫌だから」がトップ
で277%。次いで「なんとなく不安だから」(25.9%)、「恐怖心」(22.4%)、「時間がかかりそうだか
ら」(201%)が続き、高い理由となつている。       ~   ′
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》 20年度調査と比べると、全体での「献血t′ている所に入りづらかったからJが6ポイント低下し、
「わからない」が14ポイント上昇した。

している。北海道では「恐怖心」が20年 度調査と比べて6ポイント上昇している。

>性 別では、男性も女性も過去2回調査と比べて「献血している所に入りづらかったから」が低下し
ている。

>地 域別では、全ての地域で20年度調査と比べて「献血している所に入りづらかったから」力Ч圧下



7.献 血するきつかけとなり得る要因 【未経験者編】

(1)1位 <最 も大きな要因>(Q20)

【きつかけとなり得る要因の1位は「針の痛みを和らげるJが1割強】
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●性別では、男性において「献血は絶対しない」人(20.7%)が女性と比べて7ポイント高い。
●地域別では、大きな差はみられない。
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>性 別では、20年度調査と比べて大きな変化はみられない。

>権

嵩卍原騎
各層で17年度調査より「献血してしヽるとFろが入りやすい雰囲気になった」が低下

冒  迦
虹 叡 彙 堕 型 虹 ― 」 壁 L菫
(1)1位 <最 も大きな要因>(Q20)
020.あなたが献血する●つかけとなり得る項目を選択してください。
きつか78大きい順に3つ事でお選びください。(それぞれひとつずつ)

r近くに献●lする場所ができた (漱血ルーム)J
r近くに献■するjl層ができた1の み.

: " =な ,レ ントがキャンペーンに屁用されていたJの 回害はなし`
r近くには●する場所がで,た ては■パスまたは出彊摯血) Jは 1 7年は



7.献 血するきつかけとなり得る要因 【未経験者編】 7.献血するきつかけとなり得る要因 【未経験者編】

(2)1位～3位累計 (Q20)

【きつかけとなり得る要因(累計)は「針の痛みを和らげる」が2害1強】

く0考 :献血するきつかけとなり得る項目(具体例と理由)>

(2)1位～3位累計 (Q20)
020.あ なたが献血するきつかけとなり得る項目を選択してください。
きつかけの大きい順に3つまでお選びください。(それぞれひとつずつ)

r 近くには血する場所ができた くは血ルーム) J
r 近くには血する鳩所ができた1のみ.

・
燿健篇理I羅準τttl種婆揚 後[鯨梨碑事:‰盤学
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時の処遇品齢 品"ヽKな詢 120り 、嗽 晨1激入面 蘭 め

●職業別では、高校生で「家族や友人などから勧められた」(276%)、「献血できる場所が分かつ

駆曾暑雪翻 r｀
●性別では、男性で「献血は絶対しない」(20.7%)の割合が女性と比べて7ポィント高い。
●地域別では、関東甲信越で「近くに献血する場所ができた(献血ルーム)J(15.8%)、「近くに献血

墓溜ダ扁弓肥糀淵艘鼎響 1柵翫焼柵 与脇黒
できた(献血バスまたは出張献血)」が他の地域と比べてやや高い。

>20年 度調査と比べると、全体では「献血したときの処遇品(記念品)が良くなつた」、「献血ルーム
のサービスが良くなった」がそれぞれ8ポイント以上上昇している。「献血してぃるところが入りや
すい雰囲気になった」は17年度調査より11下傾向である。  ~ ~ ~~~~~~~―
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貨例]雫 稲ヽた奮計
東北で「献血が自分の健康管理の側 載 つようになっ匈 が17年 度調査

お菓子がよくなった

食べ物/栄 養補助食品の提供

図書カード

飲食のサービスがよくなつた

くつろげる/リラックスできる

職員の態度がよい

現金支給
清潔/き れい/明 るい

飲料がよくなった/飲 み物の提供 献五革I待ち蒔商を棋適i亀きせる赫 芙洒
なされている

実用性のあるもの/役 にたつもの/使 えるもの

商品券
本、雑誌、漫回が読める

雰囲気がよい

DVD、テレビカく見られる
Quoカード

よい記念品、グッズ/非 売品のもの

ギフト券
献血後のケアが万全

カフェ感があるとよい
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を月日用しているから

のことがよくわからないから

必要な体重を満たしていない

1 : "詈` ,レ ントがキャンペーンに屁用されていた,の回番腋なし.
r近くには血するIn所ができた (麒●パス,たは出張nt血)」は!7年は



8.初 めての献血について 【未経験者編】

(1)初めての献血で400ml献 血することへの不安意識 (Q21)

く新規買間>

【初めての献血で400ml献血することに抵抗がある人は7割弱】

●初めての献血で400ml献 血することに抵抗を感じるかたずねたところ、「どちらかというとはい
(どちらかというと抵抗がある)」が36.9%を占め、「はい(抵抗がある)」(30.8%)と合わせると抵抗

珈 t翻艦螺刷T熱流)蠍ごた鰍粗驚 i誂誠
中1人であった。

●職業別では、専業主婦で抵抗がある人の割合(76.5%)が他の層と比べて高く、一方自営業
(62.5%)では他の層と比べて低い。

●性別では、女性の抵抗がある人の割合(71.2%)が男性o4.4%)と比べて7ポイント上回つている。

●地域別では、九州・,中縄で「はい(抵抗がある)Jと回答している人の割合(64.5%)がやや低い。

.8L壺
口墨型窒21曜Jll三二1 l`ζ                【 未経験者編】

壼
(1)初めての献血で400ml献 血することへの不安意識 (021)

021.血 液の有効かつ安全な活用のため、現在では400mLを推奨していますが、仮にあなたが
初めて献血する嶋含、200mLではなく400mLの獣血に抵抗を感じ針 か。



9。家族・友人の献血状況 網 瑚 ト

(1)家族の献血の有無 (Q22)

【家族が献血している姿を見た経験がある人は1割強】

●家族が献血している姿を見たことが「ある」という人は11.0%で 1割強にとどまる。
●職業別では、専業主婦で見たことが「ある」人は173%で、他の層と比べて高い。
●性別では、見たことが「ある」人は男性(3.4%)と比べて女性(13.8%)の方が5ポイント上回る。

三_些塾]JFは 、北狩道で見たことダ
「ある」(7.3%)人の割合が他の地域に比べてやゃ低い。

冒            菫
(1)家族の献血の有無 (Q22)

022.ご 家族が献血している姿を見たことがありますか。

【奉撃:対●者傘■】

》 20年 度調査と比べると、全体

>属 性別でみても、20年 度調査と比べて概ね大きな変化はみられない。



9。家族 ・友人の献血状況           【 未経験者編】

(2)友人の献血の有無 (Q23)

【献血経験のある友人がいる人は3割強】

9。家族・友人の献血状況           【 未経験者編】

(2)友人の献血の有無 (Q23)
023.あ なたのお友理に献血をしている人はいますか。

●友達に献血をしている人がいるかたずねたところ、「いる」が32.8%、「いない」が34.8%、「わから
ない」が32.3%と回答が分かれた。
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●性別では、「いる」の割合が男性(28.1%)に比べて女性(377%)で10ポイント上回っている。

●地域別では、東北で「いる」が4割弱(382%)で他の地域と比べて高い。

>20年 度調査と比べると、全体での大きな変化はみられない。

>職 業別では、20年度調査と比べて、公務員で11ポイント「いる」人が上昇する一方、自営業で9
ポイント低下している。

>性 別による大きな傾向の変化はみられない。

>地 域別では、北海道で「いる」人が20年度調査と比べて7ポイント低下する一方、九州・沖縄では
5ポイント上昇している。



10.献 血に関する資料評価 【未経験者編】

(1)献血の必要性への理解が良くなつたか (Q24-1)

【資料を読んで献血の必要性への理解が良くなつた人は8割強】

》20年度調査と比べると、全体では理解が良くなった人の割合が7ポイント低下し,評価が低くなっている。

》

着義ど脇 鮎 驚 瑞 祭モ宅層ぽ
価が低くなっているがJ剖 こ専細

褥
び 山 x良く
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梨路 、言片
も女性もと樹ゴ出 x良くな却

?論
が20雑 調査と出べて6ポイント様

》

政呈濯平きた膏者封
外の地域で20年度調査と比べて、理解が良くなった人の害1合が5ポイント

(1)献血の必要性への理解が良くなつたか (Q24-1)
Q24.献 血に関する資料を障まれた後で次の質問にお答え下さい。
1)献 血の必要性への理解は良くなりましたか。

10。献血に関する資料評価 【未経験者編】

●献血に関する資料の閲読後に、献血の必要性への理解が良くなったかをたずねたところ、「はい
(良くなつた)」が276%で「どちらかというとはい(どちらかというと良くなった)Jが57.1%。両者を合
わせると、理解が良くなった人は847%に のぼる。 ~ ~ ~~~｀
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●職業別では、理角旱が良くなった人の割合は専
羹藁蜀●:斃務T晶署T葬橋朱程:濶

8PF比

べて高い。一方、会l■■、公務員、自

●

を烈駅

ま、女性の理解が良くなった人の割
亨
鰻&9り が 男ヽ楓 8Q6り に♯べて8ポイント↓回つ

・
鮒聾型F鳥「イ瞥聟蟹び良、なったハ9胃!合が907%にのぼり、他の地域と比べて高い一方、
北海道(31.1%)と関東甲信越(82.4%)では他の地域に比べて辞価が低:こ

【苺軟:対摯者傘■】



10◆献血に関する資料評価 【未経験者編】

(2)献血に協力する意識の有無 (Q24=2)

【献血に協力する意識がある人は6割弱 】

・

彗蜻 鰐
哩 象1=珊 奨

甲
易詈彗鬼
'亀
鰤 蠍 諦 偽 予

●

をデ

では、男性の意識がある人の割合●26 % )力 女`性6 5 7 % )は ヒベて13ポイジ「T回 つてい

●地域別では、関東甲信越で意識がある人の害1合(54.7%)が他の地域に比べてやや低い。

(2)献血に協力する意識の有無 (Q24-2)
024.献血に関する資料を饒まれた後で次の質問にお答え下さい。
2)今 は献血にla力すo気持ちはありますか。

10.献 血に関する資料評価 【未経験者編】

【墓数:対彙者全員】

>過 去2回調査と比べると、全体での意識がある人の割合は6ポイント低下している。

>職

素〃 5鑓 晨%梨 記爾訳昔

べると、公務員と自営業で意識がある人の割合の低下が顕著で、

》
基尉喜雪iL駕慧更満基憔f覇墓モ皆離亀:か

というとある」が7ポイント低下し、23年度調
》
鼈霙留層慰鱚 畠告↑身魚編編鷺硼 犠彎

下し■ヽるが、特年東北、



10`献 血に関する資料評価 【未経験者編】

冒  轟 製 畢 製 輿 ___墨 轟 聰 菫
(3)今後の献血意向喚起 (Q24-3)
024.献 血に関する資料を綺まれた後で次の質問にお答え下さい.
3)今 後,実際に献血に行きますか。

(3)今後の献血意向喚起 (Q24-3)

【今後の献血意向が喚起された人は4割強 】

【薔強:対摯書全員】●献血こ関する資料の肺 後に、雛 、実開こ献

粍 Ъ :畠厖 曾ち鵠 皆瞥」殿 f
75%と 、「どちらかというとはい(どちらかとい
444%。 4害1強の回答者が献血への意向を喚起されている。        ~~  ・

・

群趙 員雇:翻 縫 禦 3蹴 賃[B信 礼1,夏 こ絡 l撃 翻 ξ紆

いれ

●性別では:男性の意向ありの割合(39.6%)が女性(49.4%)に比べて16ポィント下回つている。
●地域別では、関東甲信越の意向ありの割合(39.0%)が他の地域と比べて低い。

>過 去2回調査と比べると、全体での意向ありの割合は低下傾向にある。
>蹴
壷卍票脱 :3賃

度調査と比べると、公務員、自営業、専業主婦で意向ありの害1合が7ポイント

>性 別では、過去2回調査と比べると、男性で意向ありの割合が低下傾向にある。
>地 域別で:を

1東
甲
長貯
、中国。四国、九州→中縄で意向

|り
の割合が20年度調査と比べて5ポ



___【未経験者編】

(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q25)

【献血意向を高めるには「処遇品・記念品」、「人気タレント起用」、「PR」等】

11.若 年層の献血協力意向を高めるアイデ″  【 未経験者編】

(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q25)

曖ユ
ξ」贅言雌 F矧

雉 器 1協隅 緞 ‰ ぁれば

【対象者全員】
若年層の献血協力意向を高めるアイデアを自由記述形式でたずねたところ、「処遇品、記念品を
よくする/特 典をつける」や「報酬をお金にする」といった、献血者に直接メリットがある内容。「人
気タレントを使う」や「インタ

ーネット、テレビ、雑誌でのPR」など、より興味を引き、アクセスしやす
いPR方 法を考える必要があるといった内容。また献血が出来る施設に関しては、「気軽に行ける、
入りやすい、明るい、親しみを持てる」雰囲気を作り、「人通りの多い、駅前、繁華街、何かのつい

五握『
ち時間に

下
きる
1場
所で献血力i出来る施設を設ける必要があるといった内容が多くあげら

インターネットでの呼びかけ/ィンターネット広告/SNSで の呼びかけ

「行けるような雰囲気作り/入 りやすい雰囲気作り/明 るい雰囲気作り/親 しみを持てるようにする

で取り入れる/学 校での'R

安全性をアピール/恐 怖感、抵抗感の払しょく

若者が集まる場所に献血コーナーを設ける/著 者が集まる場所でキャンペーンをする

人通りの多い場所で行う/駅 前、繁華街で行う/行 きやすい場所で献血できる/何 かのついでや待ち時間できる

名人が実際に献血している様子を見せる/同 年代の人がやっている姿を見せる

血することによるメリットを伝える

ィアでは限界がある/義務イとする

ンパスなどへの出張を増やす/大 学でキャンペーンをする

血イベントの実施/ィベント会場に出張

がいつ、どこでやっているかの情報の周知

血ができる/健 康診断時に献血もできる



暉押縣翠．日



1.対 象者特性 【経験者編】

(1)居 住地・性別 (SC1/SC3)

●【居住地】は「関東甲信越」が36.5%を占めており、過去2回調査と同様、中心となっている。以下、
「近畿J(16.3%)、「東海北陸」(15.7%)の順で続き、全体構成も過去2回調査と概ね変わらない。
・
1サ禦農諭ξ!激糧権留1路抹暦髪織:ほ

ぼ半々。20年度調査棚ね変わらない。
・

野曹Rξ Fヽ

2 0代

1 1 9 8 1 1 t t G a 5 "枯
め
]ヽ
るが、過去2甲譴 LI Lべてl  o f t 0 3 1 1合鵡

・
ダξ縄“ I鍮 緩

言賠ち峰‖ 瑠Wm鶉
●【医
舅翼係ょ9更言罫響鵬 :操亀謝留F回

答した人は171%で、過去2回甲査と比べ

【墓致:対象者全員】

【薔数:対象者全員】



1.対 象者特性 【経験者幅】 1。対象者特性 【経験者編】

(2)年 齢0職業 (SC2/SC4)
(3)医療関係への関与有無 (SC5)
SC5。あなたは学常及び職業で、医療関係に携わつていますか。

【毒戦:対象奢拿轟】

ill: -23年

-20年

」 グ三二[LttI1■́ ン̀̀́



(1)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (Ql)

【献血が病気の治療に役立っていることの認知率はフ割弱】

卿 Ш 墜 盪 興 L___堅
等 夏

の認知 (Ql)
01.献血は患者さんに対する輪血だけでなく、献血を原料とした血液襲剤として、さまざまな病気の泊療に
役立つていることを知つていますか。

●

禁豊鶏瀧 r病
気の治療に役立っていることの認知率は66 . 4 %。献血経黙者の3人中2人

・
璧写皐層輔編震閉飛錯馴ざ薬ぶ℃譜艦糖 機 晨

於緩『14ηと大
●性別での大きな差はみられない。

●地域別では、北海道での認知率が高く73.3%。その他の地域は概ね変わらず65%前 後。

【薔致:対彙者全員】

>20年 度調査と比べると、全体での治療に役立っていることへの認知率は大きな変化はみられな
い 。

>職 業別では、20年度調査と比べて、自営業で認知率が5ポイント上昇している。    ′

>性 別では、大きな変化はみられない。

>奨

翼 劉 島∬ 鋼 育

と
|べ
て 東`北で認知率が5ポ

ィ
ントlETしている.そ的 の地域

|は



讐家1:雪 丼
液製剤の有効期限が短

`、
絶えず献血が必要なことを知つてい

2.献 血に関する認知・関心度 . 【 経験者編】

(2)輸 血用血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか (Q2)

02.献■された輸■用血液襲剤の有効期間は短く。綸えず献血が必要なことを知つていますか。
※ユ液撃剤の有効期間は一番短い血小板襲剤で採血後4日間、赤血球製剤は21日間です.

<新 規買間>
【献血が絶えず必要なことの認知率は7割強】

●献血が輸血用血液製剤の有効期限が短いために絶えず必要であることの認知率は、72.1%で7
割強を占める。

・
彎電麗犠議ず雷l書撃橘7り

と甥員『α9りの認知率が他の層と比べてⅢ‐
●性別では、男性の認知率(68.3%)に比べて、女性の認知率(76.0%)が8ポイント高い。
●地域別では、各地域で7割以上の認知率がある。

(“)

【奉豫:"●●拿尋1



2。献血に関する認知・関心度 【経験者編】

(3)献血された輸血用血液製剤の使い道認知 (Q3)

く新規質問>

【輸血用血液製剤の使い道の認知率は3割強】

●献血された輸血用血液製剤の使い道の認知率は34.7%で、3人中1人が認知している。

●職業別では、高校生の認知率(45.0%)が他の層と比べて高く、半数近くが認知している。一方、
専業主婦(27.0%)と自営業(28.9%)は他の層と比べると認知率が低い。

●性別では、男性の認知率(368%)が女性の認知率(32.6%)に比べてやや高い。

●地域別では、大きな差はみられない。

2.献 血に関する認知・関心度 【経験者編】

(3)献血された輸血用血液製剤の使い道認知(Q3)     .
03.献 血された輸血用血液襲用の使い道は、交通事故などの大量出血時よりもがんなどの病気の治療に
使われることが圧倒的に多いことを知つていますか。         .
※約8目が病飼(うちがんの治凛311)に使われ、交通事故などによる輸血は約1割程度.

【薔敗:対彙書全員】



2。献血に関する認知・関心度          【 経験者編】

(4)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (Q4)

【患者の感謝の気持ちを目や耳にした人は3割弱】
<新 規買間>

●輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験のある人は27.5%。
●職業別では、高校生の経験率が42.2%と他の層と比べて高い。次いで大学生,専門学校生の経
験率が高く、30.2%を 占め、3人中1人が1経験している。

●性別では、男女で大きな差はみられない。

●地域別では、大きな差はみられない。

2。献血:こ関する認タロ・[聾二,,|  =         【 継験者編]  冒

(4)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験(Q4)
04.輸 血の医療を受けられた多くの患者さんは、献血をしてくれた方に感‖(麒血してくれてありがとう)の
気持ちを持つています.そのような声を目や耳にしたことはありますか。



2。献血に関する認知・関心度 【経験者編】

(5)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q5)

【若年層の献血協力者が減少していることの認知率は5割強 】

●献血へ協力してくれる10代 。20代 の若年層が大幅に減少していることを「知っている」人は
52.9%で 半数を占める。

●職業別では、大学生。専門学校生の認知率(58.6%)が他の層に比べて高い一方、専業主婦では
439%に とどまり他の層と比べると1こい。

●性別では、男女で大きな差はみられない。

●地域別では、東北(47.6%)、関東甲信越(51.0%)、東海北陸149.2%)での認知率が低く、その他
の地域での認知率は6割近くにのぼる。

>20年 度調査と比べると、全体での認知率は大きく変わらない。

》職業別では、20年 度調査と比べると、専業主婦の認知率が9ポイント、自営業の認知率が7ポイ
ント低下している。

>性 別では、20年度調査と比べて、男性の認知率には変化がなく、女性の認知率がやや低下して
いる。

>地 域lllでは、20年度調査と比べて、東北の認知事が15ポイント低下しており顕著である。

2。献血に関する認知・関心度 【経験者編】

(5)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q5)
05。獣血へ協力してくださろ若い方の数が。近年大幅に減つています(*).知 つていましたか。
*最 近5年間で、20代 の歓血書独は140万 人から108万 人(23%減 )に、10代 の献血者数は
48万 人から20万 人く40%露 )も減少しています。

【薔敗:対彙奢全員】



3。献血の広報0キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(1)献血に関する広報接触媒体 (Q6)

【献血に関する広告は「献血バス」「街頭での呼びかけ」の接触が多い】

>ぽ
鰊巽聯錨藁輩理E蘊明判臨面7ポイント、「インターネット」で5ポイント接触率が上昇した。

>職 業別・性別・地域別のいずれも各層で「献血バス」と「インターネット」の接触率は20年度調査と
比べると上昇しており、対して「街頭での呼びかけ」は概ね低下している。

3。献血の広報。キャンペ…ンヘの認知接触状況 【経験者編】

(1)献血に関する広報接触媒体 (Q6)
06.献 血に00して、どのような広IF爆体を見たこと(聞いたこと)がありますか。(いくつても)

80

40

20

0

【薔撃到摯者拿尋】

●献血に関して接触したことのある広報媒体をみると、「献血バス」が647%で 最も高く、僅差で「街
頭での呼びかけ」(641%)、「叫事ル丁ムヽ前の看板

・表示」(634%)が続き、次いで「テレビ」が51.7%で、以上が主要の接触媒体である。          ′・́~~‐~~~“・V

・
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(2)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体 (Q7)

【献血キャンペーンに効果的な媒体は「テレビ」が8割弱】

3。献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(2)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体 (Q7)
07.献 血のキャンペーンを行う目の効果的な燎体は何だと思いますか。(いくつでも)

(“)

60

40

20

●献血のキャンペーンを行う際に効果的だと思われる媒体は、「テレビ」が78.7%で圧倒的に高い。
次いで「インターネット」が51.2%。以下、「ポスター」(278%)、「携帯電話」(254%)、 「新聞」

・

[認 饂 都 鮒 `節 携 霧 :   湯
「

●

暑鸞輛 Iよ
りも女性で

マ
噛 ●27り 、暉 スタ刊 ●01り 、囃 詢 248blな どを挙げ

●地域別では、関東甲信越は「テレビ」(76.2%)の割合が他の地域と比べて低い。

塾_1:懲.:ぎ 猛1 ../6  40
二土  if ::

【基数:対象者全員】

>過 去2回調査と比べると、全体での「テレビ」が挙げられる割合は低下傾向、一方「インターネット」
は上昇傾向にある。「携帯電話」は17年度調査と20年度調査を比べると11ポイント上昇し、23

>[詈
鶉 膨 薦饂 愕 設ε 屏 轟議 席
>惜
量雲‰聾兼]里1発計

べてヽ男性は「テレ白が低下している。町ンターネッ日は男長とも
》
よ7]出識蹴思1逢≧i璧馘 満i苛竃譜立]躍悧 靭
`毘炎たE平 ヒ冥i lヽ lそ

の
サ
、関東甲信越と中国・四国でも「テレビ」及び「雑誌」が20年度調査



3。献血の広報・キャンペ…ンヘの認知接触状況 【経験者編】

(3)献血キャラクタ…「けんけつちゃん」認知 (Q8)

【けんけつちゃんの認知率は4割強】

●
駅着
キヤラクターけんけつちゃんの認知率は443 %で、献血経験者の半数近くの人が認知して

・

警責儡 警騰 、野
校生●■3"、 高校生●田 りといつた学生層での認知率が特に

●性別では、女性の認知率(52.0%)が男性の認知率(36.7%)と比べて15ポイント高い。
●地域別では、近畿での認知率が37.3%で他の地域と比べて低い。

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体
孫昇じらに20年度調査と23年度調査を比べると217

猟 董]阻 輩 誓喜覇型碧謁at瞥 員聟
率が上昇傾向にあるが、特に高校年、大学生・専門学

>性 別では、女性の認知率が20年度調査と比べて23ポイントと大幅に上昇している。

>些
早狸 ち二主F導 のユ知子1129年度調査では他の地域と比べて低かったが、23年度調査
では20年 度調査より27ポイントと大幅に上昇し、他の地域と同様4割を超える認知率とならIE

3。献血の広報0キャンペ…ンヘの認知接触状況 【経験者編】

(3)献 血キャラクター「けんけつちゃん」認知 (Q8)
08.厚 生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちゃん」を作成していますが、
知つていますか。

【奉撃:対摯者拿員】



3.献 血の広報。キャンペニンヘの認知接触状況  腱 験者編】

(4)献血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 (Q9)

【けんけつちゃんの印象は6割弱が「よい」】

・
F蹴“概1もよ脇臨掘 l観蹴 、寿3署請て1錦猛ふ。
・
霙悲留喜薯ゴ詔竃霊FI茫‖理櫂子

と7割弱を占め、他の層と比べて評価が高い。なお、自営
●性別では、「よい」と感じている人が男性(54.9%)と比べて女性(60.9%)で6ポイント高い。
・
讐驚:臨耀野嵐暫::J評

価がほとんどなしァヽ曜ちらともいえな町が522%で半数を

3。献血の広報・キャンペ■ンヘの認知接触状況 【経験者編】

(4)献 血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 (Q9)
09.08で けんけつちゃん」を知つていると答えた方へお聞きします。献血推進のキャラクターとして
「けんけつちゃん」の印象を教えて下さい.<新 規買間>

に 数:「けんけつちゃん」知つて



3。献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(5)献血キャンペーン認知 (Q10)

【最も認知されている献血キャンペーンは「はたちの献血」で4割強】

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(5)献血キャンペーン認知 (Q10)

010.献 血に関するキャンペーンを知つていますか。(いくつでも)

(キャンペ…ン躍知者に対し)献血に関するキャンペーンで、印象に残つたキャッチフレーズやメッセージがあれば、
ご記入下さい。

●" 年

６

５０

４０

”

２０

１０

。

く0考 :17年 度。20年 度調査結果>

※17年度調査及び20年度調査では

二網 艦 F蜘ら,い」のう引つを
」舅慶型男テ
に残?た昇悴的なキャツチフレーズ、

【甚敗:キヤンペーン暉卸者】

・
聯樋"職扶弯立製ま燻1埴転 暑ЪI駄貿馴島↓爺高席靭
登境翠 兵̀」昴踏投働湿設制鶏wttti翌崎R毅豚京歩
かつた。

●性別では、男側こ比べて女側こおいて、いず
鍵事ξ痕裏ギござ覇懸ぞ婁卍禽璽器ギ

イ
ント高い。特に「はたちの献血キャンペーン」は
(4890/0)が高い。

・
搾奨型下l竜

ヽ
「
は
た19■

血キ
Iビ 「ン」i事北海道の認知率(50.0%)が他の地域とlLべて高く、「LOVE in Aclonキ ャンペーン」は東北め認知率13こ29/OlぶILあ地域と比べて高い:

【基獣:対彙者全員】

【基敗:対彙者全員】
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3.献 血の広報・キャンペ…ンヘの認知1接触状況   【 経験者編】

(6)「 HOP STEP JUMP」 を配布された記憶 (Qll)

【HOP STEP」 UMPを 配布された人は2割弱】

●高校3年 生を対象に、HOP sttEP」 UMPと いう普及啓発資材が配布されていることを認知して
'

いる人は151%と 2割弱。授業で使用した経験がある人は5.3%に とどまる。

●職業別では、高校生の認知率が3729/0と高く4割弱にのぼる。また大学生・専門学校生が250%
で3割弱にのばり、勤労者と比べて学生での認知率が高い。

●性別による大きな差はみられない。

● 地域別では、北海道の認知率が102%で 、他の地域と比べてやや低い。

>20年 度調査とLヒベると、全体では大きな変化はみられない。
>職 業別では、大学生・専門学校生において、17年度調査より認知率が上昇傾向にある。

>性 別では、大きな変化はみられない。

>地
羅尋曇野基離遭群議でlF鵬 %酪司鴛竃急皆倉fl認

知子が上昇していたが、

3。献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(6)「 HOP STEPJUMP」 を配布された記憶 (011)
011.平 成2年から、全国の高校3年生を対■に、献血に関する普及曹発資材「HOP STEP JUMP」 を
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。

【甚敗:対象者全員】
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1 1 7

8 9



_  【 経験者編】

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q12)

【献血では感染症に感染しないことの認知率は7割強】

●献血でエィズ、肝炎といった感染症に感染しないことを認知してぃる人は72.4%。

●職業別では、自営業の認知率が57.0%で6割弱にとどまり、他の層と比べて低い。
●性別では、女性の認知率(754%)が男性の認知率(69.4%)と“べて6ポイント高い。

三型中り!では、東1しの認矢,率(68.3%)が他の地域と比べてやゃ低い。

>lユ
冦摩震裏郷

比べると、奎俺玉,認 知子はほば横並びであったが、23年度調査
ント認知率が低下している。

>彎

青:欅匙摯
各層で20年度調査より認知率が低下しているが、特に自営業で18ポイント低下し

>性 男1では、男女ともに20年度調査と比べると認知率が低下している。
>地 域別では、東北で20年 度調査と比べて認知率の低下が大きく、13ポイント低下している。

脚 蜘 塑 脚 堕 L___ J壁 ト

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q12)
012.献 血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知つていますか。

【薔戦:対彙者拿員】



4.感 染症・血液製剤について 【経験者編】

(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (013)

【血液製剤の海外血液依存の認知率は2割 】

●血液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知している人は20.3%で 、5人中1人
の割合。

●職業別では、専業主婦の認知率(131%)が 他の層と比べて低く、1割強にとどまる。一方高校生
の認知率は26.1%で 他の層と比べて高い。

●性別では、大きな差はみられない。 .

●地域別では、中国。四国の認知率(26.7%)が他の地域と比べて高い。

>20年 度調査と17年度調査を比人ると、全体での認知率は6ポイント低下し、23年度調査は20
年度調査と比べてさらに5ポイント認知率が低下している。

>職 業別では、各層で認知率は¬7年度調査から低下傾向にある。

>性 別では、男女ともに認知率は¬7年度調査から低下傾向にある。

>躍

罰響Ъ皇昆m2『
が20年度調査と比べてや

,上 テ
した。その他の地域は2

(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (Q13)

013.血 液製剤(*)は未だ海外の血液に依存していることを知つていますか。
*菫 症油僣に用いるアルフミン襲剤では、国内自綸率は未だ58%台 である。

【善敗:対彙者全員】



5。献血ルームのイメージ 【経験者編】

(1)ルームの雰囲気について (Q14-1)

【献血ルームのイメージは「明るい」イメージが「日音い」ィメージを_L回る】

5。献血ルームのイメ…ジ 【経験者編】

(1)ル ームの雰囲気について (Q14-1)

014.献 血ルームのイメージを教えてください。 (1)ル ームの雰回気

【薔敗:対摯者全員】●献血ルームのイメージについては、「ふつう」の印象を持つている人が47.5%を占め、ほぼ半数。「明るい」イメージが38.5%に対して、「暗い」イメージが5_7%で「明るい」イメージが「晴い」イメー

・
T嘩ぉ現晃庫:二主ι3(器』曽胤幌稽製 櫨ηといた割合が高《明̈」
●性別では、「明るい」と評価する割合は女性(43.4%)が男性(337%)をloポィント上回り高い。
●地域別では、「明るい」イメージが近畿(322%)で 最も低く3割強にとどまる。

》 17年度調査と20年度調査を比べると、全体
墓絶胃腎譜】製

する割合は7ポイント低下して
いる。20年度調査と23年度調査では大きなラ

>職
秀理」ょL夏奪童[1遇黎 難翼a奮)量趙 勒

批べる出0ポ
》

饗 匿鍵 `ξ fttυ亀筆箋簿
て20牲 譴 で男女とも日 明れ 」の鈴 部 下し‐ たヽが、L

浴:]IIJ憚鼈 雪孵謬i3ヽ]魯鶴平響]弯:隋

100



5.献 血ルームのイメージ             【 経験者編】

(2)ルームの広さについて (Q14‐ 2)

【献血ルームの広さは「ふつう」が半数】

5。献血ル…ムのイメージ            ´ 【経験者編】

(2)ル ームの広さについて (Q14-2)
014.献血ルームのイメージを教えてください。 (2)ル ームの広さについて

・
卿劣=虜ηttξ籠視をス猪柵 :負L瞬:艦:解製蹴群

町ぶ
●職業別では、「狭い」と感じている割合が自営業(156%)で 他の層と比べるとやや低い。

●性別では、女性で「広い」と感じる割合(240%)が 男性(19.6%)とlLべて5ポイント高い。

●地域
]尾兵キf畿

び 広町と感じ秋 00袷 申■4り が他の地域と比べては 、「ALЦ あ4り 凛

【善数:対魚者全員】

>過 去2回調査と比べると、全体のイメージは概ね変化していない。

>雫 業
乱瓦装
、20年度調査と比べると、会社員、公務員、自営業で「然

い」と感じる人の割合ぶ低

>性 別では、20年度調査と比べると、男性で「狭い」と感じる割合が5ポイント低下している。

》

】震野梶謀静ξ:」f群 3を袋暑[ヽ
東北、関東甲信越、Rlll・沖縄で峡 的 と感じる割合がそ



5。献血ルームのイメージ 【経験者編】

(3)職員の対応について (Q14-3)

【職員の対応については半数が「良い」印象】

>20年 度調査と比べると、全体でのイメージに大きな変化はみられない。

》職業別では、大学生・専門学校生で「良い」の割合が20年 度調査と比べると5ポイント上昇してい
る。

>性 別・地域別では、20年 度調査と比べて大きな変化はみられない。

5。献mルームのイメ…ジ          雷……撃彗翼ュ_tttξ
(3)職員の対応について (Q14二 3)

014.献 血ル=ムのイメージを教えてください。 (3)職 員の対応について

【薔政:対摯書全員】●職員の対応についてたずねたところ、「良い」がほぼ半数の484%を 占める。また「ふつうJも
413%となつており、「悪い」と感じる人は30%に とどまった。職員に対する評価は概ね良好であ
る。

●職業別では、「良い」の割合が高校生で556%、大学生。専門学校生で56.40/6となり、それぞれ6
割弱を占め、他の層と比べて評価が高い。

●性別・地域別による大きな差はみられない。



5。献血ルームのイメージ 【経験者編】

(4)記念品や軽い飲食物について (Q14-4)

【記念品や軽い飲食物については4割強が「良い」印象】

>過 去2回調査と比べて、全体での「良い」評価は上昇傾向である。

>璧

蔭留E憶♂
去2回調査と比べて、大学生・専F]学校生、会社員、専業主婦で畷れЧ評

甲
が上

>性 別では、男女ともに過去2回調査と比べて、「良い」が上昇し、「ふつう」が低下の傾向にある。
>地 域別では、東海北陸で過去2回調査と比べて、「良い」が上昇し、「ら、つう」が低下の傾向にある。

(4)記念品や軽い飲食物について (Q14-4)

014.献 血ルームのイメージを教えてください.  く 4)記念昌や軽い飲食物について

●記念品や軽い飲食物についてたずねたところ、「良い」が43.6%に対し、「悪い」は7.9%となって
おり、「良い」と感じる人の書1合が大きく上回る。なお、「ら、つう」という意見も417%を 占める。
●
署
業別
礫羹郭 据舅H詳評貫:i鷺端鋼瞑製巳色躍袋碁醤紘方

大学生・専門学校生

・
粘層『観君ボ記脅詣績服嘱鵬ソリ

が他の地域と比べてや麻、一方近畿¬」良岬

【薔強:対象者全員】



6.献 血についての要望・知りたいこと 【経験考編】 6。献血についての要望・知りたいこと

菫【経験者編】

(1)献血についての要望・知りたいこと (Q15)

【献血についての要望・知りたいことは多岐にわたる】

(1)献 血についての要望・知りたいこと (Q15)

015。献血について何か要望又は知りたいことがありますか。 (いくつでも)
(“)
:00

00

60

40

20

0

【畢事:対摯幸拿鼻】

●献血に‐ヽての要望や知り箸島等親蟄乱剛野堪¥島製敬輩層芽薄鵠せてほしい」が394%。 僅差ス

●地域別では、多少のスコア差はあるものの、全体的には大きな違いはみられない。

血する場所、日時などについて十分知らせてほしい」(37.3%)などが続いており、突出したもの
はなく要望は多岐にわたってぃる。・
尋繭WI譜[辟織判誦岬秘担蝸
は話駄lξ賢:考:協輩週%鰐せ批RKttfttRf曽孵 籍昭雹
・
I甥鰐    Zlttl戦 鈍嗣熙製こ署様計

)いて取り上げてほしい」(31.6%)、「献血で昼休み、
夜間などの受付時間を延長してほしい」(30.7%)といった要望が男性と比べて高い。
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>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「献血したときの処遇品(記念品)をもっと良くし
てほしい」が低下している。20年度調査と23年度調査は全体的に大きな変化はみられない。

>戦
肇鮒 嵯  1[ilギ 婆粘翼計係L記鷲塁讐鼈 念
>螂
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相・印で蹴血したとき卿嚇6己



7.初 めての献血について 【経験者編】

(1)初めて献血した年齢 (Q16)

【初めて献血した年齢は10代が6割強】

・
製[Ittξワt逮墨魔詈℃稚を靭れ艦盤除旨:鷹鼻∴雲深あ6割・
瀾晨『等鱚燃懇判雪蜃腑雷手]ヽ・
[]]ij場:i鰭顧覇諦蠣朕そ鑽 :蛮種課ぱ●地域別では、東北で「16～17歳」での経験率(39.79/o)が他の地域に比べて高い。
>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「16～17歳」での経験率が6ポイント低下して
いる。一方、「18～19歳」「20～24歳」が若千上昇している。20年度調査と23年度調査では

確誕冨モ鶏ε漕り捨鯖轟FF了縦f
>嵩ぞF指農子聰 :瞳、理:諄饉鋭:ま吉:請震:轟蔓こ乗!臓響魂翼鋼電現h、。
>地 域別では、北海道、関東甲信越、東海北陸、九州。沖縄で、上記女性の層と同様の傾向にある。

7.初 めての献血について 【経験者編】

(1)初めて献血した年齢 (Q16)

016.初 めて献血をしたのはいつですか。

【墓敗:対象署全員】



7。初めての献血について 【経験者編】

(2)初 めて献血した場所 (Q17)   ・

【初めて献血した場所は献血ルームが3割強 】

7。初めての献血について 【経験者編】

(2)初めて献血した場所 (Q17)

017.初めて献血した場所はどこですか.

【拳撃:対●奢全員】
●初めて献血した場所は、「献血ルーム」が33.2%で最も高く、3人中1人。次いで、「献車バスJが
21.8%、「大学キヤンパス又は専門学校。各種学校」が21.2%で続く。

・
壁留I壮、蒼鰐鷲留i可翼軍:や貝雛酪螺鑽黎i臨聴懲鑽
性と比べて9ポィント上回っている。

●

饉
u制 び 高楓 での集団献血明針 J%卜 近畿び献血 力 側 6り が他の地螂砒 ベ

>20年 度調査と23年 度調査を比べると、全体で大きな変化はみられない。

血)」が20年 度調査と比べて低下。また、九州・,中縄では「献血ルーム」添罰 モニ群

》
言「搬 響

双衰鵠黒 脚 鷲購 呈璧Pttx鵬 顧

>撃
『題躊暉瞑蠣鷲ポ孵淵聯]鍋箇爵翫‰二歪jilヤ



7.初 めての献血について            【 経験者編】

(3)初めての献血の種類 (Q18)

【初めての献血の種類は「200ml献 血」が半数】

ゼ鸞冊詈需―T轟甲釉為冒
018.初 めての献血の種類は何ですか。

●
認鶏馬
の
騎t雪;研:″壇智:」

での経験率が474%と半数を占めるJ400ml献血」は300%、
・
頸 FR陀

∞耐mm」 は高校無 2りと専業主颯m8り でそれぞれ6割強を占めてお

・
装駐穏:裏露黛艦3翼晃腎身塔::離色,1緊ち電撃廿・

綱Jりでの経臀率が高い。対して
・

讐′馳 電 衰 供慧:縄
で降00m献 血」力く408%を 占め、「200m献 血」に 7りでの経験率

【基数:対彙者全員】

>過 去2回調査と比べると、全体の「400ml献血」での経験
血」が低下傾向である。

>覇
輔 畷鏃 驀現ёf警

酪霙理 P総七景擬鵬貯

猟 型鐵 臨 f去

2回調査と比べると 各層で膨Ю
♀
耐献山 が低下傾献 降∞ 耐献山



7。初めての献血について 【経験者編】 7。初めての献血について 【経験者編】

(4)初めての献血で400mi献 血することへの不安意識 (Q19)

【初めての献血で400ml献血することに不安を感じない人は半数】

く0考 :不安に思う理由>

【初めての献血で400ml献血することが不安な人】

(4)初めての献血で400ml献 血することへの不安意識 (Q19)

Q19.初 めての献血で400mi献 血をすることをどう思いますか.

(不安と回答した人に対し)不安を選んだ理由をお教えください.

【畢撃:対摯者拿鼻】

・
怒託Rm_8現軍:舅l喜菖3若摯翻 駅i3蹴 こ

ろJ制こ稽は
・

蹴意留風 tャ晶】読穐裏醤31末 士奮な学よ電す
数を占めており他の層と比べて高く、「特に不安

●

讐烈Fは
、女性の「不安」と感じる割合“51%)が 男性●37%lと 比べで11ポィント上回つており

●
p塾 1lI‖量生型

・
t縄 で
「
鯖!こ不安は感じない」の割合(376%)が他の地域と比べて高い。ま

た東北では「不安」と感じる割合(45.3%)が他の地域と比べて高J 。ヽ

> 2 0年 度調査と出べ社 詮 体JJ I t lご 刊剣
:暫
野ぞ彗着嘗{信献 m、 ヒ』菅瓦語鵬2瓢 命び圭塁セTい る。職業別

・性別・地域別
高校生で顕著である。

悪くなりそう/倒 れそう/フラフラになりそう

こどのような変化が起こるかわからないから

ペツトボトル約 1本 分に相当すると考えると不安

かヽら/普 段から貪血気味だから

痩せてし拓ぶ=,71瑞たぶ=フ適答蔦壺5fft亮動て



8.献 血回数について 【経験者編】

(1)過去1年間の200mi献 血回数 (Q20-1)

【過去1年間で200ml献血をした人は4割強】

・
湯す肥 :ズ種魂亀観健犠電冤Pる

人は“.1%。献血した回数でば1則カセ46%。「
●職業別では、高校生での経験率が85.6%で 9害1弱を占め、他の層と比べて圧倒的に高い。しか

整ざ習頴薦ざF割
強が「1回」である。次いで、大学生・専門学校生の経験率(45.0%)力く高く半数

●性別では、女性の経験率(463%)が 男性の経験率(36.0%)を 10ポイント上回り高い。

●地域別では、中国・四国(35.7%)と九州。沖縄(326%)の 経験率が他の地域と比べて低い。

)輻
罰亀里1嘗機 戦

の経験判おポイント上昇
1試
四 年度調査Jま

》職業別では、17年度調査と20年度調査を比べると、高校生の経験率は9ポイント低下したが、2

奮亀嵩隔辱誦霜告杞量L[が
:h重 電稽聾島計写

まだ晨缶誦 境 臨 尾刃警3L

8。献血回数について 【経験者編】

(1)過去1年間の200m!献 血回数 (020-1)

020.過 去1年間に何回献血しましたか。 (1)200mi献 血



8。献血回数について  _          【 経験者編】

(2)過去1年間の400ml献血回数 (Q20-2)

【過去1年間で400m!献血をした人は4割弱】        ‐

(2)過去1年間の400mi献 血回数 (Q20-2)

020.過 去1年間に何回献血しましたか. (2)400m:献 血

【奉朧:対●幸拿口】

●過去1年間で400mi献 血の経験がある人は36.6%。献血した回数では「1回Jが23.7%。2回以
上経験がある人は13.0%であつた。

・壁秀:馳奮糞蝋鳳期鋪彗だ1出馘 粘ヽ彎の層け
べて高い。

・
監]Iごぁ鷲篠運驚 憎∫り

が女性の経験率2■0"都9ポイント↓回り高《200mlm
●
聾域月1では、九州

・沖縄の経験率が42.5%で他の地域と比べそ高い。

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体の経験率は11ポイント上昇し、23年庫調査は20年
度調査とほぼ横並びの結果である。>詈
言捻脚町::曇[]:露咆唾骨言,:鮮場
》
讐発亀艶躍:隋讐電刷琴襲蔓亀針百T牙習荒急依rる

とG・Fで経験率が上昇したが、20年

ヒ



8。献血回数について 【経験者編】

(3)過去1年間の成分献血回数 (Q20-3)

【過去1年間で成分献血をした人は3割弱】

>過 去2回調査と比べると、全体での経験率は上昇傾向にある。ただし2回以上の複数回経験者
の割合には大きな変化はみられず、「1回J経験している割合が上昇している。

習青卍源篇ギ籠奪昇当蜜話塁詠電理諸∫賃野緩蕎絶詣″
と経験率がやや低下し‐“ハ

>性 別では、男女ともに17年度調査から経験率は上昇傾向にある。

>〕
蝋y芳瓦犠ゼ穐ちき翠炒 鰐顧覇鱈露貯

駄きな変化はみP,ないず、そ

8。献血回数について 【経験者編】

(3)過去1年間の成分献血回数 (Q20-3)

020,過 去1年同に何回麟血しましたか。 (3)成 分献血

【薔欧:対彙者全員】

●過去1年間で成分献血の経験がある人は27.3%。献血した回数では「1回」が14.8%。2回以上
経験のある人は12.5%であった。

職業別では、高校生の経験率が14.4%、専業主婦の経験率が21.4%で 他の層と比べると経験
率が低い。

性別による大きな差はみられない。

地域別では、Jし海道の経験率が21.4%で 他の地域と比べて低い。

●

　

　

●
　
●



8。献血回数について

(4)今までの合計献血回数 (Q21)

【今までの合計献血回数は2回以上が3人中2人 】

8.献血回数について             【 経験者編】

(4)今 までの合計献血回数 (Q21)

021.今までの鵡血回数は合計で何回ですか.

【経験者編】

●今までの合計献血回数は、「1回」が最も多く33.8%を占め、3人中1人.3人中2人 (66.2%)が2
回以上の複数回献血者であり、回数は「3～5回」が全体の26.4%を占める。・
曇雷境覇割輝駆祠li魃 1訃繹ご品予服夫
●性別・地域別では大きな差はみられない。

》 17年度調査と20年度調査を比べると、全体
ポイント低下した。20年度調査と23年度調整

>鼈

難 iも母柵 琵規 営競 譜 芳誓鷲ξ禁辟 」f誕確認禽[摯:票里:製デanfた
>性 男
撃警箭暑ぶξ臭彗翻 債F調

査を比べると献血回数が低下し、23年度調査は

>地 域
il夏
は、北海道で20年度調査と23年度調査を比べると、3回以上9献血者の割合が上昇

く関連質問の回答別>

【薔致:対象者全員】




